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授業アイディア例 授業アイディア例

本授業アイディア例 活用のポイント!活用のポイント!

●　取材した内容を新聞記事として書く際は，目的や意図に応じ，伝えたい内容を詳しく書いたり，それ以外の内容を簡単
に書いたりすることが大切です。読み手に伝えたいことの中心を明確にした上で，自分で調べた内容や，関係者に取材し
た事柄の中から取捨選択し，伝えたいことが読み手に伝わるように，整理して記事を書く指導が考えられます。

本授業アイディア例 活用のポイント!

●　「自分の思いを伝えるにはこの情報が必要だ」，「この写真があればごみの分別の必要性が伝わる」など，常に自分の伝
えたいことに立ち返らせることで，目的意識をもち続けることができるようにすることが大切です。

●　児童に「自分の伝えたいことと合う図表やグラフなどを活用することで，説得力が生まれること」を自覚させるように
指導することが必要です。

■　自分が選んだ図表やグラフ，絵，写真などは，伝えたいことに合っているかを考え，選ん

だ資料を用いて伝えたいことを書く。

■　何という資料から引用したのかを表やグラフの近くに書く。また，文章の最後に，参考に 

した資料名などを明記する。

国 語 「交流会について取材して，学校新聞を書こう」「交流会について取材して，学校新聞を書こう」

取材した内容を整理して，新聞記事を書くことができる

　目的や意図に応じ，取材した内容を整理しながら記事を書くことに課題が見られました。そこで，本アイ
ディアでは，この課題を解決するために，編集する目的や意図を明確にして，取材した内容を整理して記事
を書くことについての指導事例を紹介します。なお，本アイディアは，第５学年以上を対象としています。

TYPE Ⅱ
B1

課題の見られた問題の概要と結果

B1　目的や意図に応じて新聞を書く 〈学校新聞〉
〔第５学年及び第６学年〕　Ｂ　ウ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成27年度 報告書 小学校 国語」P.56～P.64,「平成27年度 解説資料 小学校 国語」P.44～P.52参照▶「平成27年度 報告書 小学校 国語」P.48～P.55,「平成27年度 解説資料 小学校 国語」P.36～P.43

B1三　正答率 34.9％ 　【中田とよさんへのインタビューの様子】の内容
をまとめて書く

国 語 「自分の考えを述べるために必要な図表やグラフを用いて書こう」「自分の考えを述べるために必要な図表やグラフを用いて書こう」

自分の考えに合った図表やグラフを見付けて，文章を書くことができる

　文章と図とを関係付けて読み，自分の考えをまとめることに課題が見られました。そこで，本アイディア
では，この課題を解決するために，図表やグラフなどを読み，効果的に用いて自分の考えを文章に書くこと
についての指導事例を紹介します。なお，本アイディアは，第５学年以上を対象としています。

TYPE Ⅱ
B 2

課題の見られた問題の概要と結果

B2　目的に応じ，文章と図とを関係付けて読む
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈だれが選ぶ　どれを選ぶ〉 〔第５学年及び第６学年〕　Ｃ　ウ

〔第５学年及び第６学年〕　Ｂ　エ

学習指導要領における領域・内容

B2三　正答率 41.8％ 　楽器の分担の決め方について，【楽器の分担図】
を基にして書く

学習活動１

学習課題

新聞で一番伝えたいことは何かを話し合い，学習課題を設定する

学習活動３ 完成した記事を読み合って，交流する楽しさが伝わるかどうかを相互評価する

学習活動２ 学習課題に基づき，紙面の割り付けを行うとともに，見出しを決め，記事を書く

交流する楽しさがみんなに伝わる新聞を作ろう

　昨年の交流会は，楽しかった
な。楽しい交流会の様子を伝え
たいな。

　 今年も大勢の方と交流す
るそうよ。下級生に紹介した
いわ。

　詳しく書き加えたい内
容がないか，前に取材し
たことを振り返ろう。

　トップ記事だから詳しく書
く必要があるな。書く分量を
増やそう。

　インタビューの際，記録
したメモを基にして，話し
手の言葉や様子を書き加え
ることで，話し手の気持ち
や思いをより的確に伝える
ことができます。

　活動の様子を書
き加えることで，
読み手により分か
りやすく伝えるこ
とができます。

　参加者の意見や
感想を書き加える
と，読み手に説得
力をもって伝える
ことができます。

「すぐにコツをつかんでく
れてよかったわ。」

　明るい声で話していた様
子が印象的

　うまくできて，
ハイタッチしてい
る人がいた。

「おじいちゃんと
すぐに仲良くなれ
て，うれしかった
な。来年も来てほ
しいな。」

　もう一度，参加者にイ
ンタビューしたり，疑問
に思ったことを図書館で
調べたりするなど，再取
材してみてもいいな。

　みんなの意見をまとめると，今月
号の学校新聞で一番伝えたいことは
交流する楽しさだね。

学習過程

学習活動１

学習課題

何を伝えたいのか確認し，必要な情報を探す

学習活動２ 必要な情報がどこにどのように書かれているか見付けながら読む

解説文を書くことに向けて，自分の伝えたいことに合った図表やグラフなどの資料を見付けよう学習過程

トップ記事の見出し：交流で広がる　心の輪
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①インタビューの話の
内容などを見直す

②写真資料等で活動の
様子などを確かめる

③参加者の意見や
感想を聞く

下書きの文章

書き直した後の文章
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■　自分の伝えたいことを明確にし，書名，目次，索引，見出し，手掛かりとなる言葉などに　

　気を付けて，資料などを速く大まかに読む。

■　「図表やグラフの読み取りポイント」に基づき，各自で，図表やグラフから読み取ったこと　　

　をまとめる。

学習活動３ 見付けた情報によって自分の伝えたいことが伝わるか考えながら読む

学習活動４ 選んだ図表やグラフ，絵，写真などの資料を用いて，文章を書く

■　「自分の伝えたいこと」と「図表やグラフから読み取ったこと」との照応について，説得力

　を高めているか確かめる。

　伝えたいことに合う情報とは，伝えたいことの根拠とな
るものや伝えたいことをより詳しく説明するものです。

　図表やグラフを読む際のポイントには主に次の四つがあります。
①何を表す図表やグラフなのか
②図表やグラフの中にあるそれぞれの情報は何を表しているのか
③どの言葉や数字に注目するのがよいか
④注目する言葉や数字は何を意味するのか

　図表やグラフなどを用いると自分の考えをより分かりやすく伝え
ることができます。何のために資料を用いるのか考えましょう。
①数を表したい→表やグラフ
②図解したい→図
③実際の様子を説明したい→絵や写真　　　　　　　　　　　など


